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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液状処理組成物に使用するための無機真珠光沢剤スラリーであって、
　ａ）前記無機真珠光沢剤スラリーの１重量％～３５重量％の濃度で存在する、無機真珠
光沢剤と、
　ｂ）前記無機真珠光沢剤スラリーの１０重量％～５０重量％の濃度で存在する、グリセ
ロール、ソルビトール、及びこれらの混合物からなる群から選択される有機溶媒と、
　ｃ）硬化ヒマシ油と界面活性剤のプレミックスとして存在し、かつ前記無機真珠光沢剤
スラリーの４０重量％～８０重量％の濃度で存在する、硬化ヒマシ油を含むレオロジー変
性剤と、
を含む、無機真珠光沢剤スラリー。
【請求項２】
　前記無機真珠光沢剤が、雲母及びオキシ塩化ビスマスからなる群から選択される、請求
項１に記載のスラリー。
【請求項３】
　Ｃ１１～Ｃ１８アルキルベンゼンスルホネート（ＬＡＳ）、Ｃ１０～Ｃ２０分枝鎖アル
キルサルフェート（ＡＳ）、Ｃ１０～Ｃ１８アルキルエトキシサルフェート（ＡＥｘＳ）
（式中ｘは１～３０である）、分枝鎖アルキルサルフェート、分枝鎖アルキルアルコキシ
サルフェート、１～５個のエトキシ単位を含むＣ１０～Ｃ１８アルキルアルコキシカルボ
キシレート、変性アルキルベンゼンスルホネート（ＭＬＡＳ）、Ｃ１２～Ｃ２０メチルエ
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ステルスルホネート（ＭＥＳ）、Ｃ１０～Ｃ１８α－オレフィンスルホネート（ＡＯＳ）
、Ｃ６～Ｃ２０スルホスクシネート、及びこれらの混合物からなる群から選択されるアニ
オン性界面活性剤を更に含む、請求項１又は２に記載のスラリー。
【請求項４】
　Ｃ９～Ｃ１８アルキルエトキシレート、Ｃ６～Ｃ１２アルキルフェノールアルコキシレ
ート、エチレンオキシド／プロピレンオキシドブロックポリマーとのＣ１２～Ｃ１８アル
コール及びＣ６～Ｃ１２アルキルフェノール縮合体、Ｃ１４～Ｃ２２中鎖分枝鎖アルコー
ル、Ｃ１４～Ｃ２２中鎖分枝鎖アルキルアルコキシレート、アルキルポリグリコシド、ポ
リヒドロキシ脂肪酸アミド、エーテルキャップ化ポリ（オキシアルキル化）アルコール、
脂肪酸（Ｃ１２～１８）ソルビタンエステル、及びこれらの混合物からなる群から選択さ
れる非イオン性界面活性剤を更に含む、請求項１～３のいずれか一項に記載のスラリー。
【請求項５】
　前記溶媒の重量が、前記無機真珠光沢剤スラリーの２０重量％～４０重量％である、請
求項１～４のいずれか一項に記載のスラリー。
【請求項６】
　前記無機真珠光沢剤が、前記無機真珠光沢剤スラリーの１０重量％～３０重量％の濃度
で存在する、請求項１～５のいずれか一項に記載のスラリー。
【請求項７】
　前記レオロジー変性剤が、前記無機真珠光沢剤スラリーの４０重量％～６０重量％の濃
度で存在する、請求項１～６のいずれか一項に記載のスラリー。
【請求項８】
　前記界面活性剤が、前記無機真珠光沢剤スラリーの６重量％～１３重量％の濃度で存在
する、請求項１～７のいずれか一項に記載のスラリー。
【請求項９】
　洗剤組成物で使用するための請求項１～８のいずれか一項に記載のスラリーの製造方法
であって、
　ｉ）グリセロール、ソルビトール、及びこれらの混合物からなる群から選択される有機
溶媒と、１０重量％～６６重量％の無機真珠光沢剤とを組み合わせる工程と、
　ｉｉ）レオロジー変性剤を添加して混合する工程と、
　ｉｉｉ）残りの無機真珠光沢剤を添加する工程と、
　を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液状処理組成物の構成成分として使用するのに好適なスラリーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　液状処理組成物の調製における、技術的可能性の向上及び美観の改善が目的である。組
成物を真珠光沢性にすることは、液状処理組成物の美観を改善する１つの方法である。
【０００３】
　真珠光沢は、真珠光沢剤を液状処理組成物に組み込むことによって得られる。真珠光沢
剤としては、雲母、オキシ塩化ビスマス及び二酸化チタンのような無機天然物質、並びに
高級脂肪酸の金属塩、グリコール脂肪酸エステル、及び脂肪酸アルカノールアミドのよう
な有機化合物が挙げられる。本発明は、あくまで無機真珠光沢剤の使用に関する。真珠光
沢剤は、粉末、好適な懸濁剤に懸濁された真珠光沢剤の懸濁液として得ることができ、あ
るいは真珠光沢剤が結晶である場合はその場で製造してもよい。
【０００４】
　真珠光沢剤脂肪酸グリコールエステルを含む洗剤組成物及び真珠光沢分散物は、以下の
特許に開示されている。米国特許第４，７１７，５０１号（花王（Kao））、同第５，０
１７，３０５号（Ｈｅｎｋｅｌ）、同第６，２１０，６５９号（Ｈｅｎｋｅｌ）、同第６
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，８３５，７００号（Ｃｏｇｎｉｓ）。真珠光沢剤を含有する液状処理組成物は米国特許
第６，９５６，０１７号（Ｐｒｏｃｔｅｒ　＆　Ｇａｍｂｌｅ）に開示されている。真珠
光沢剤を含有する、繊細な衣類を洗浄するための液体洗剤は、欧州特許第５２０５５１（
Ｂ１）号（Ｕｎｉｌｅｖｅｒ）に開示されている。
【０００５】
　本発明は、無機真珠光沢剤を含むスラリーに関する。国際公開第２００７／１１１８９
９（Ａ２）号（Ｐｒｏｃｔｅｒ　＆　Ｇａｍｂｌｅ）に記載のスラリーは、真珠光沢剤の
キャリアとして水を使用する。しかしながら出願者らは、真珠光沢剤のキャリアとしての
水の使用は、物理的安定性から、真珠光沢剤が沈殿し始めるまでの最大６週間までである
ことを公開している。
【０００６】
　国際公開第２００７／１１１８９号の無機真珠光沢剤スラリーは、バッチ方法で製造さ
れる。次いで計量した無機真珠光沢剤スラリーを、液状処理組成物の製造に使用される連
続的な方法に加える。しかしながら、上述のように、無機真珠光沢剤はスラリー懸濁液か
ら沈殿する傾向がある。この沈殿は、液状処理組成物を調製するために使用される連続的
な方法に問題を生じることから、液状処理組成物には真珠光沢が強すぎたり、あるいは全
く真珠光沢性でなかったりする可能性のある部分が存在する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】米国特許第４，７１７，５０１号
【特許文献２】米国特許第５，０１７，３０５号
【特許文献３】米国特許第６，２１０，６５９号
【特許文献４】米国特許第６，８３５，７００号
【特許文献５】米国特許第６，９５６，０１７号
【特許文献６】欧州特許第５２０５５１（Ｂ１）号
【特許文献７】国際公開第２００７／１１１８９９（Ａ２）号
【特許文献８】国際公開第２００７／１１１８９号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　これらの問題に対する１つの可能性のある解決法は、スラリーの粘度を増大させ得るも
のである。しかしながら最終製品は、注がれ得る又は加工され得るように、低粘性、特に
高せん断下で低粘性である必要がある。したがってスラリーのような液状処理組成物の構
成成分は、高粘性であってはならない。これに反して、低せん断下でスラリーが低粘度を
有する場合、微粒子は懸濁液から抽出され、貯蔵庫に浮くか又は沈むかのいずれかの状態
を生じる傾向がある。これは望ましくない非均質スラリーを生じ、このスラリーでは一部
が真珠のように輝き、一部は透明でありかつ均質である。このような透明なスラリーは、
真珠光沢性が強すぎたり、あるいは全く真珠光沢性でないなどの、最終組成物の美観に望
ましくない影響を持つ可能性がある。それゆえ出願者らは、スラリーの粘度を単純に変化
させただけでは、本発明に示したような問題は十分に解決されないことを見出した。
【０００９】
　加えて、無機真珠光沢剤は不溶性であり、かつ適切な溶液なしには濡れた砂のように振
る舞い、スラリーの加工に問題を生じる。濡れた砂のような振る舞いはスラリーを混合し
づらくし、混合方法で使用する装置にかなりの労力を要求する。
【００１０】
　本発明は、スラリーと、液状処理組成物へと更に加工するのに好適なスラリーの調製手
順を提供する。本発明は特に、無機真珠光沢剤スラリーの物理的安定性及び加工寿命の改
良に関し、これにより液状処理組成物の製造方法と品質を改良する。本発明はまた、無機
真珠光沢剤スラリーにおいて、溶媒とレオロジー変性剤とを組み合わせて使用し、スラリ
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ーの物理的安定性と加工寿命を改良することに関する。出願者らは、水をグリセロール又
はソルビトール溶媒のいずれかと置き換えることでスラリーの物理的安定性が増加し、こ
のようなスラリーでは物理的安定性が１６週間保たれることを発見した。本発明はまた、
無機真珠光沢剤スラリーの製造方法の最適化に関し、無機真珠光沢剤の添加が厳密に制御
される。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明に従い、液状処理組成物に使用するのに好適な無機真珠光沢剤スラリーであって
、
　ａ）無機真珠光沢剤と、
　ｂ）グリセロール、ソルビトール、及びこれらの混合物からなる群から選択される有機
溶媒と、
　ｃ）レオロジー変性剤と、を含む、無機真珠光沢剤スラリーを提供する。
【００１２】
　本発明はまた、液状処理組成物で使用するための無機真珠光沢剤スラリーの製造方法で
あって、
　ａ）グリセロール、及びソルビトール、及びこれらの混合物からなる群から選択される
有機溶媒と、１０重量％～６６重量％の１００％活性無機真珠光沢剤とを組み合わせる工
程と、
　ｂ）レオロジー変性剤を添加して混合する工程と、
　ｃ）残りの無機真珠光沢剤を添加する工程と、を含む、方法にも関する。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明では、本明細書で使用するとき、用語「スラリー」は、一般的には周囲温度にお
いて流動性であり、かつ非水溶性の固体粒子又はその他の固体物を含有するような、液体
組成物を意味する。
【００１４】
　本発明の無機真珠光沢剤スラリーは、洗濯用途又は家事用途に好適な液状処理組成物の
、構成成分としての使用に好適である。用語「洗濯処理組成物」とは、洗浄及び柔軟化組
成物又はコンディショニング組成物を包含する、洗濯処理に使用される全ての液体組成物
を含むことを意味する。用語「硬質表面処理組成物」は、台所又は浴室面、並びに手動又
は自動食器洗浄操作における皿及び調理器のような硬質表面の処理に使用される全ての液
体組成物を包含することを意味する。
【００１５】
　この用途での、本発明に従う真珠光沢剤スラリーは、３０％～６０％の水を含む。しか
しながら、好ましくは水は添加されない。水がスラリー中に存在する場合、好ましくは、
レオロジー変性剤プレミックスのような、スラリーの他の材料の構成成分として存在する
。
【００１６】
　本発明の無機真珠光沢剤スラリーは、好ましくは０．５ｓ－１で２１０００～６５００
０センチポアズ及び２０ｓ－１で１０００～３０００センチポアズの粘度を有する。粘度
は、従来の方法で測定できる。しかしながら、本発明による粘度は、直径４０ｍｍ及び間
隙サイズ５００μｍで、平板鋼スピンドルを使用する、ＴＡ　ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ製
ＡＲ　５５０レオメーターを使用して測定されるものである。２０ｓ－１での高せん断粘
度、及び０．５－１での低せん断粘度は、２１℃における３分間の０．１－１～２５－１

の対数せん断速度曲線から得ることができる。
【００１７】
　好ましくは本発明のスラリーは、スラリーから直接的に測定した場合、ｐＨ　７～１１
であり、より好ましくはｐＨ　７～９である。
【００１８】
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　スラリーの温度、並びに調製及び保管を通しての温度は、好ましくは３５℃以下である
。使用するレオロジー変性剤が硬化ヒマシ油（ＨＣＯ）である場合、温度はより好ましく
は１０℃～３０℃である。ＨＣＯの融点は低く、融解した場合にはレオロジー変性剤活性
を損ない、スラリーの不安定性を生じる。
【００１９】
　真珠光沢剤
　本発明に従う真珠光沢剤は、真珠光沢効果を生じるために光を反射及び屈折させること
が可能である無機結晶又はガラス状固体の透明又は半透明の化合物である。一般的に、真
珠光沢剤は、それらが組み込まれる組成物に不溶な結晶性粒子である。好ましくは、真珠
光沢剤は、薄板又は球体の形状を有する。本発明によると、球状物は一般的な球形と解釈
される。粒径は、その球形の最大直径で測定される。板状粒子は、粒子の２つの寸法（長
さと幅）が３番目の寸法（奥行き又は厚さ）の少なくとも５倍であるようなものである。
立方体状晶、針状晶、又は他の結晶形状のような別の結晶形状は、真珠光沢効果を示さな
い。雲母のような多くの真珠光沢剤は、単斜晶結晶を有する天然鉱物である。形状は、そ
の剤の安定性に影響すると思われる。球形状の剤、更により好ましくは、板様の剤が最も
うまく安定する。
【００２０】
　真珠光沢メカニズムは、Ｒ．Ｌ．Ｃｒｏｍｂｉｅにより、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　Ｖｏｌ　１９，ｐａｇｅ
　２０５～２１４に記載されている。組成物中に本質的に互いに平行に異なるレベルで位
置したときに真珠の板状体又は球体から反射する光が、深み及び艶感を作り出す。いくら
かの光が、真珠光沢剤から反射され、残りは、剤を通過する。したがって、真珠光沢剤を
透過する光は直接透過するか又は屈折する。反射した、屈折した光は、異なる色、輝度及
び艶を生じる。
【００２１】
　粒径と分布が小さくなるほど、真珠光沢剤はより容易に懸濁される。しかしながら、真
珠光沢剤の粒径が減少するにつれて、この剤の効果もまた減少する。したがって本発明で
は、真珠光沢剤は、好ましくは５～３２マイクロメートルの粒径を、より好ましくは５～
２６マイクロメートルの粒径を有することが好ましい。
【００２２】
　本発明のスラリーは、好ましくはスラリーの１重量％～３５重量％の１００％活性無機
真珠光沢剤を含む。より好ましくはスラリーは、スラリーの１０重量％～３０重量％、よ
り好ましくは１０重量％～２０重量％の１００％活性無機真珠光沢剤を含む。
【００２３】
　本発明の真珠光沢剤は無機である。無機真珠光沢剤は動的な真珠光沢効果と静的な真珠
光沢効果の両方を提供する。動的真珠光沢とは、組成物が動いているときに、組成物が真
珠光沢効果を示すことを意味する。静的真珠光沢とは、組成物が静止しているときに、組
成物が真珠光沢効果を示すことを意味する。
【００２４】
　無機真珠光沢剤
　無機真珠光沢剤としては、雲母、金属酸化物被覆雲母、シリカ被覆雲母、オキシ塩化ビ
スマス被覆雲母、オキシ塩化ビスマス、ミリスチルミリステート、ガラス、金属酸化物被
覆ガラス、グアニン、グリッター（glitter）（ポリエステル又は金属）及びこれらの混
合物からなる群から選択されるものが挙げられる。
【００２５】
　好適な雲母としては、白雲母又はカリウムアルミニウム水酸化フッ化物が挙げられる。
板状晶の雲母は好ましくは金属酸化物の薄層で被覆される。好適な金属酸化物は、ルチル
、二酸化チタン、酸化第二鉄、酸化錫、アルミナ及びこれらの混合物からなる群から選択
される。
【００２６】
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　これらの真珠光沢剤の真珠光沢効果は、金属酸化物層の上面及び底面から鏡面反射角で
反射する光線の間の干渉を通して発現する。この剤は、視覚が非反射角へとシフトするに
つれて色強度を失い、真珠光沢性の外観を与えるようになる。
【００２７】
　より好ましくは無機真珠光沢剤は、雲母及びオキシ塩化ビスマス及びこれらの混合物か
らなる群から選択される。より好ましくは無機真珠光沢剤は雲母である。より好ましくは
真珠光沢剤は金属酸化物被覆雲母であり、より好ましくは酸化チタン被覆雲母、オキシ塩
化ビスマス被覆雲母又はシリカ被覆雲母、及びこれらの混合物である。
【００２８】
　市販の好適な無機真珠光沢剤は、Ｍｅｒｃｋから、商品名Ｉｒｉｏｄｉｎ、Ｂｉｒｏｎ
、Ｘｉｒｏｎａ、Ｔｉｍｉｒｏｎ　Ｃｏｌｏｒｏｎａ、Ｄｉｃｈｒｏｎａ、Ｃａｎｄｕｒ
ｉｎ、及びＲｏｎａｓｔａｒとして入手可能である。その他の市販の無機真珠光沢剤は、
ＢＡＳＦ社（Ｅｎｇｅｌｈａｒｄ，Ｍｅａｒｌ）からＢｉｊｕ、Ｂｉ－Ｌｉｔｅ、Ｃｈｒ
ｏｍａ－Ｌｉｔｅ、Ｐｅａｒｌ－Ｇｌｏ、及びＭｅａｒｌｉｔｅ　ａｎｄ　Ｅｃｋａｒｔ
から商品名Ｐｒｅｓｔｉｇｅ　Ｓｏｆｔ　Ｓｉｌｖｅｒ及びＰｒｅｓｔｉｇｅ　Ｓｉｌｋ
　Ｓｉｌｖｅｒ　Ｓｔａｒの商品名で入手可能である。
【００２９】
　無機真珠光沢剤は好ましくは粉末として組み込まれ、任意の追加の加工工程を必要とす
ることなくスラリーの製造に使用される。スラリーの製造方法は以降に更に詳細に記載さ
れる。
【００３０】
　有機溶媒系
　レオロジー変性剤と組み合わせた溶媒系は、スラリーの物理安定性を推進するのに必須
である。本発明に従う好適な溶媒は、グリセロール、及びソルビトール、及びこれらの混
合物からなる群から選択される有機溶媒である。溶媒は典型的には、スラリーの１０重量
％～５０重量％、好ましくは２０重量％～４０重量％の範囲の濃度で存在する。
【００３１】
　グリセロールは無色無臭であり、かつ粘稠な液体である。グリセロールは甘みがあり、
低毒性である。グリセロールは、水溶解性とその含水特性に関与する、３つのヒドロキシ
ル基を有する。
【００３２】
　ソルビトールは、水溶解性とその含水特性に関与する、６つのヒドロキシル基を有する
糖アルコールである。
【００３３】
　理論に束縛されることは望まないが、溶媒とレオロジー変性剤との間には相乗効果が存
在すると考えられている。更にこれらの２つの要素を含む系は、系内に、より高い弾性を
生み出したと考えられる。この弾性は、系又はネットワークが、せん断後に、より迅速に
回復し得ることを意味すると考えられる。
【００３４】
　レオロジー変性剤
　本発明のスラリーはレオロジー変性剤を含む。本明細書のスラリーに、かかるレオロジ
ー変性剤を添加することにおける総合的な目的は、スラリーの濃さ、注ぎやすさ、物理安
定性、光学特性、及び／又は粒子懸濁性能の点で適切に機能的であり、審美的に満足のい
くスラリーを見出すことである。したがって、レオロジー変性剤は、スラリーの適切なレ
オロジー特性を確立するのに役立ち、かつ、それを行うのに、製品に対して、不適格な光
学的特性又は望ましくない相分離などの望ましくないあらゆる属性を付与することはない
。「レオロジー特性」により、応カ及びひずみ下にあるスラリーの、流動特性を意味する
。
【００３５】
　本明細書の真珠光沢剤スラリーのレオロジー変性剤構成成分は、「外部」又は「内部」
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レオロジー変性剤として特徴付けることができる。本発明の目的上、「外部」レオロジー
変性剤は、液体マトリックスにレオロジー変化をもたらすといった主要機能を有する物質
である。したがって、一般的に外的レオロジー変性剤は、その中で及びそれ自体で、顕著
な布地清浄効果又は布地ケア効果を全くもたらさない、又は顕著な成分可溶化効果を全く
もたらさない。外的レオロジー変性剤は、したがって、同様にマトリックスレオロジーを
変更できるが、いくつかの追加の主要目的のために液体製品に組み込まれた「内的」レオ
ロジー変性剤とは明確に異なる。したがって、例えば、内在する好ましいレオロジー変性
剤は、スラリーのレオロジー特性を変化させるように作用し得るが、これは最終製品にお
いて主に洗浄成分として作用するようスラリー中に添加されてきたアニオン性界面活性剤
である。
【００３６】
　本発明のスラリーのレオロジー変性剤は、特定のレオロジー特性を有する真珠光沢剤ス
ラリーに液体マトリックスを提供するために使用される。主要な特性では、マトリックス
は「ずり減粘」でなければならない。ずり減粘流体は、せん断力が流体に適用されるにつ
れて、粘度が低下する流体である。したがって、スラリーの静止時、すなわちスラリーの
保管時又は輸送時には、スラリーの液体マトリックスは比較的高い粘度を有するべきであ
る。しかしながら、スラリーの注ぎ、ポンプ吸引又は混合時の作用においてのように、せ
ん断力が真珠光沢剤スラリーに適用されるとき、マトリックスの粘性は、スラリーの分配
及び混合が容易にかつ速やかになされる程度に低くなければならない。
【００３７】
　本発明のスラリーに特に有用である１種のレオロジー変性剤は、その場でマトリックス
中に結晶化されると、液体マトリックスの全体にわたって糸様構造系を形成することがで
きる非高分子（従来のアルコキシル化を除く）結晶性ヒドロキシ官能性材料を含む。かか
る物質は、一般に、結晶性ヒドロキシル含有脂肪酸、脂肪酸エステル又は脂肪ろうとして
特徴付けることができる。
【００３８】
　具体的な、好適な結晶性、ヒドロキシル含有レオロジー変性剤の例としては、ヒマシ油
及びその誘導体が挙げられる。特に好ましい誘導体は、硬化ヒマシ油（ＨＣＯ）及び水素
添加カストリウムワックスなどである。市販のヒマシ油系、結晶性、ヒドロキシル含有レ
オロジー変性剤としては、Ｒｈｅｏｘ，Ｉｎｃ．（現Ｅｌｅｍｅｎｔｉｓ）製のＴＨＩＸ
ＣＩＮ（登録商標）が挙げられる。
【００３９】
　代替の市販材料は、結晶性のヒドロキシル基含有レオロジー変性剤としての使用に好適
なものである。この種のレオロジー変性剤の例は、Ｒ，Ｒ及びＳ，Ｓの型の１，４－ジ－
Ｏ－ベンジル－Ｄ－トレイトール、並びに光学活性又は不活性な任意の混合物である。
【００４０】
　上記のように説明された、これら結晶性のヒドロキシル基含有レオロジー変性剤の全て
は、本明細書のスラリーの液体マトリックス中で、又はかかる液体マトリックスを形成す
るために使用されるプレミックス中で、その場で（in situ）結晶化される場合、糸状構
造化系を形成することによって機能すると考えられる。そのような結晶化は、これらの材
料の水性混合物をレオロジー変性剤の融点より高い温度に加熱し、続いてその混合物を室
温まで液を撹拌下で維持しながら冷却することによって引き起こされる。
【００４１】
　以上で記載された非高分子結晶性のヒドロキシル基含有レオロジー変性剤の他に、他の
種類のレオロジー変性剤を本明細書のスラリーに利用してもよい。また、水性液体マトリ
ックスにずり減粘特性を提供する高分子物質が使用されてもよい。
【００４２】
　好適なポリマーレオロジー変性剤には、ポリアクリレート、多糖類又は多糖類誘導体の
タイプのものが挙げられる。レオロジー変性剤として典型的に用いられる多糖類誘導体に
は、ポリマーゴム材料が含まれる。そのようなゴムとしては、ペクチン、アルギネート、
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アラビノガラクタン（アラビアゴム）、カラギーナン、ジェランガム、キサンタンガム及
びグアーガムが挙げられる。
【００４３】
　本明細書でポリマーレオロジー変性剤が使用される場合、このタイプの好適な材料はジ
ェランガムである。ジェランガムは、シュードモナス・エロディア（Pseudomonaselodea
）ＡＴＣＣ　３１４６１の発酵によって調製されるヘテロ多糖である。ジェランガムは、
ＣＰ　Ｋｅｌｃｏ　Ｕ．Ｓ．社から商標名ＫＥＬＣＯＧＥＬで市販されている。ジェラン
ガムを調製する方法は、米国特許第４，３２６，０５２号、同第４，３２６，０５３号、
同第４，３７７，６３６号及び同第４，３８５，１２３号に記載されている。
【００４４】
　他の好ましい実施形態においては、レオロジー変性剤は、不飽和モノ－又はジ－炭酸の
ポリアクリレート及び（メタ）アクリル酸の１～３０Ｃアルキルエステルである。そのよ
うなコポリマーは、Ｎｏｖｅｏｎ　Ｉｎｃから商品名Ｃａｒｂｏｐｏｌ　Ａｑｕａ　３０
で入手可能である。
【００４５】
　好ましくは、本発明のレオロジー変性剤は、外的レオロジー変性剤である。レオロジー
変性剤は、非高分子結晶性のヒドロキシ官能性材料、高分子レオロジー変性剤、及びこれ
らの混合物からなる群から選択される。レオロジー変性剤は、スラリーにずり減粘特性を
付与する。結晶性、ヒドロキシ官能性材料はレオロジー変性剤であり、それはマトリック
ス中のその場での結晶化により組成物のマトリックスの全体にわたって糸状構造系を形成
する。ポリマーレオロジー変性剤は、好ましくはポリアクリレート、ポリマーゴム、その
他の非ゴム多糖類、及びこれらのポリマー材料の組み合わせから選択される。
【００４６】
　好ましくは、本発明の真珠光沢剤スラリーは、無機真珠光沢剤スラリーの４０重量％～
８０重量％のレオロジー変性剤を含む。好ましくは、本明細書の無機真珠光沢剤スラリー
の４０重量％～６０重量％、より好ましくは４０重量％～５０重量％である。
【００４７】
　洗浄性界面活性剤
　本スラリーはまた、界面活性剤を含み得る。かかる界面活性剤はレオロジー変性剤の構
成成分であってもなくてもよい。界面活性剤は、汚れを懸濁させるための洗浄性界面活性
剤として本発明に使用される。
【００４８】
　使用される洗浄性界面活性剤は、アニオン性、非イオン性、双極性イオン、両性、若し
くはカチオン性の種類のものであってもよく、又はこれらの種類の界面活性剤の相容性混
合物を含んでもよい。より好ましくは、界面活性剤は、アニオン性、非イオン性、カチオ
ン性の界面活性剤、及びこれらの混合物からなる群から選択される。好ましくは、組成物
は、ベタイン界面活性剤を実質的に含まない。本明細書で有用な洗浄性界面活性剤は、米
国特許第３，６６４，９６１号（Ｎｏｒｒｉｓ、１９７２年５月２３日発行）、同第３，
９１９，６７８号（Ｌａｕｇｈｌｉｎら、１９７５年１２月３０日発行）、同第４，２２
２，９０５号（Ｃｏｃｋｒｅｌｌ、１９８０年９月１６日発行）、及び同第４，２３９，
６５９号（Ｍｕｒｐｈｙ、１９８０年１２月１６日発行）に記載されている。アニオン性
及び非イオン性の界面活性剤が好ましい。
【００４９】
　有用なアニオン性界面活性剤は、それら自体が、いくつか異なる種類の界面活性剤であ
ってもよい。例えば、高級脂肪酸の水溶性塩、すなわち「石鹸」は、本明細書の組成物に
おいて有用なアニオン性界面活性剤である。これには、約８～約２４個の炭素原子、及び
好ましくは約１２～約１８個の炭素原子を含有する高級脂肪酸のナトリウム、カリウム、
アンモニウム、及びアルキルアンモニウム塩のようなアルカリ金属石鹸、が挙げられる。
石鹸は、脂肪及び油の直接鹸化によって、又は遊離脂肪酸の中和によって製造することが
できる。特に有用であるのは、ココヤシ油及び獣脂から誘導される脂肪酸の混合物のナト
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リウム塩及びカリウム塩、すなわち、ナトリウム又はカリウム獣脂及びココヤシ石鹸であ
る。
【００５０】
　本明細書に用いるのに好適な、石鹸以外の更なるアニオン性界面活性剤としては、その
分子構造内に約１０～約２０個の炭素原子を含有するアルキル基とスルホン酸基又は硫酸
エステル基とを有する有機イオウ反応生成物の、水溶性塩、好ましくはアルカリ金属及び
アンモニウム塩が挙げられる。（用語「アルキル」には、アシル基のアルキル部分が含ま
れる）この群の合成界面活性剤の例は、ａ）アルキル硫酸ナトリウム、アルキル硫酸カリ
ウム、及びアルキル硫酸アンモニウム、特に、獣脂又はココヤシ油のグリセリドの還元に
よって生成されるもののような高級アルコール（Ｃ８～Ｃ１８炭素原子）の硫酸化によっ
て得られるもの、ｂ）アルキルポリエトキシレート硫酸ナトリウム、アルキルポリエトキ
シレート硫酸カリウム、及びアルキルポリエトキシレート硫酸アンモニウム、特に、アル
キル基が１０～２２個、好ましくは１２～１８個の炭素原子を含有し、ポリエトキシレー
ト鎖が１～１５個、好ましくは１～６個のエトキシレート部分を含有するもの、並びにｃ
）アルキル基が直鎖又は分枝鎖構造中に約９～約１５個の炭素原子を含有する、アルキル
ベンゼンスルホン酸ナトリウム及びアルキルベンゼンスルホン酸カリウム、例えば、米国
特許第２，２２０，０９９号及び同第２，４７７，３８３号に記載の種類のものである。
とりわけ価値があるのは、アルキル基の平均炭素原子数が約１１～１３個である、Ｃ１１

～Ｃ１３　ＬＡＳと略される、直鎖アルキルベンゼンスルホネートである。
【００５１】
　好ましい非イオン性界面活性剤は、式Ｒ１（ＯＣ２Ｈ４）ｎＯＨのものであり、式中、
Ｒ１は、Ｃ１０～Ｃ１６アルキル基又はＣ８～Ｃ１２アルキルフェニル基であり、ｎは３
～約８０である。特に好ましいのは、Ｃ１２～Ｃ１５アルコールと、アルコール１モル当
たり約５～約２０モルのエチレンオキシドとの縮合生成物であり、例えば、Ｃ１２～Ｃ１

３アルコールをアルコール１モル当たり約６．５モルのエチレンオキシドで縮合したもの
である。
【００５２】
　本発明の無機真珠光沢剤スラリーは、スラリーの約６重量％～１３重量％の界面活性剤
を含み得る。界面活性剤は、レオロジー変性剤が硬化ヒマシ油である場合に、特に好まし
いスラリー成分である。
【００５３】
　液体処理組成物
　好ましくは無機真珠光沢剤スラリーは、液状処理組成物の構成成分として使用される。
したがって、スラリーが液状処理組成物の必要性を満たし、その他の構成成分と共に加工
可能であることが好ましい。液状処理組成物の好適な構成成分を、以下に列挙し議論する
。
【００５４】
　無機真珠光沢剤スラリー
　スラリーは上に詳細に記載し議論されている。
【００５５】
　レオロジー変性剤
　好ましくは液状処理組成物は、液状処理組成物に使用される真珠光沢剤スラリーに使用
されるものに加えて、レオロジー変性剤を含む。液状処理組成物でのレオロジー変性剤の
機能及び選択は、既にスラリーについて記載したものと同様である。
【００５６】
　洗浄性界面活性剤
　好ましくは液状処理組成物は、真珠光沢剤スラリーに使用されるものに加えて、洗浄性
界面活性剤を含む。液状処理組成物中での洗浄性界面活性剤の機能及び選択は、既にスラ
リーについて記載したものと同様である。
【００５７】
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　液状処理組成物の任意成分
　液状処理組成物は以下に示す任意成分の列記から選択されるその他の成分を含み得る。
本明細書の以下において特に指示しない限り、特定の洗濯助剤の「有効な量」は、洗剤組
成物の、好ましくは０．０１重量％から、より好ましくは０．１重量％から、更により好
ましくは１重量％から、２０重量％まで、より好ましくは１５重量％まで、更により好ま
しくは１０重量％まで、更により好ましくは７重量％まで、最も好ましくは５重量％まで
である。
【００５８】
　布地ケア有益剤
　本明細書の組成物の好適な実施形態によると、布地ケア有益剤が含まれる。本明細書で
使用するとき、「布地ケア有益剤」は、その材料が適切な量で衣類／布地の上にあるとき
に、布地ケアに効果を与えるあらゆる材料を指し、例えば、布地柔軟化、着色保護、毛玉
／毛羽削減、磨耗防止、皺防止、などの効果を衣類及び布地、特に綿及び綿が多い衣類並
びに布地に対して与える。布地ケア有益剤の非限定的な例としては、カチオン性界面活性
剤、シリコーン、ポリオレフィンワックス、ラテックス、油性糖誘導体、カチオン性多糖
類、ポリウレタン、脂肪酸、及びこれらの混合物が挙げられる。処理組成物中に存在する
場合、ある実施形態において、布地ケア有益剤は、好適には組成物の最大で約３０重量％
、より一般的には１重量％～２０重量％、好ましくは２重量％～１０重量％の濃度である
。
【００５９】
　ビルダー
　液状処理組成物は所望によりビルダーを含み得る。好適なビルダーを以下に説明する。
【００６０】
　好適なポリカルボキシレート研磨剤としては、環状化合物、特に米国特許第３，９２３
，６７９号、同第３，８３５，１６３号、同第４，１５８，６３５号、同第４，１２０，
８７４号及び同第４，１０２，９０３号に記載されるもののような脂環式化合物が挙げら
れる。
【００６１】
　その他の有用な洗剤性ビルダーとしては、エーテルヒドロキシポリカルボキシレート、
無水マレイン酸のエチレン又はビニルメチルエーテルとのコポリマー、１，３，５－トリ
ヒドロキシベンゼン－２，４，６－トリスルホン酸、及びカルボキシメチルオキシコハク
酸、エチレンジアミン四酢酸及びニトリロ三酢酸のようなポリ酢酸の各種アルカリ金属塩
、アンモニウム塩及び置換型アンモニウム塩、並びにメリト酸、コハク酸、オキシジコハ
ク酸、ポリマレイン酸、ベンゼン－１，３，５－トリカルボン酸、カルボキシメチルオキ
シコハク酸、及びこれらの可溶性塩のようなポリカルボキシレートが挙げられる。
【００６２】
　シトレートビルダー、例えば、クエン酸及びその可溶性の塩（特に、ナトリウム塩）は
、その再生可能な資源からの可用性及びその生分解性のために、強力液体洗剤製剤にとっ
て特に重要なポリカルボキシレートビルダーである。オキシジスクシネートはまた、かか
る組成物及び組み合わせにおいて特に有用である。
【００６３】
　同様に液状処理組成物に好適なものは、３，３－ジカルボキシ－４－オキサ－１，６－
ヘキサンジオエート、及び米国特許第４，５６６，９８４号（Ｂｕｓｈ）（１９８６年１
月２８日発行）に開示される関連する化合物である。有用なコハク酸研磨剤としては、Ｃ
５～Ｃ２０のアルキル、及びアルケニルコハク酸、並びにこれらの塩が挙げられる。この
種類の特に好ましい化合物は、ドデセニルコハク酸（dodecenylsuccinic acid）である。
スクシネートビルダーの具体例には、ラウリルスクシネート、ミリスチルスクシネート、
パーミチルスクシネート、２－ドデセニルスクシネート（好ましい）、２－ペンタデセニ
ルスクシネートなどが挙げられる。ラウリルスクシネートは、この群の好ましいビルダー
であり、欧州特許第０　２００　２６３（Ａ）号明細書（１９８６年１１月５日発行）に
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記載されている。
【００６４】
　窒素を含有し、リンを含まないアミノカルボキシレートの具体的な例としては、エチレ
ンジアミン二コハク酸及びその塩（エチレンジアミンジスクシネート、ＥＤＤＳ）、エチ
レンジアミン四酢酸及びその塩（エチレンジアミンテトラアセテート、ＥＤＴＡ）、並び
にジエチレントリアミン五酢酸及びその塩（ジエチレントリアミンペンタアセテート、Ｄ
ＴＰＡ）が挙げられる。
【００６５】
　他の好適なポリカルボキシレートが、米国特許第４，１４４，２２６号（Ｃｒｕｔｃｈ
ｆｉｅｌｄら）（１９７９年３月１３日発行）及び米国特許第３，３０８，０６７号（Ｄ
ｉｅｈｌ）（１９６７年３月７日発行）に開示されている。米国特許第３，７２３，３２
２号（Ｄｉｅｈｌ）も参照されたい。かかる物質には、マレイン酸、イタコン酸、メサコ
ン酸、フマル酸、アコニット酸、シトラコン酸、及びメチレンマロン酸のような脂肪族カ
ルボン酸の、ホモ及びコポリマーの水溶性塩が挙げられる。
【００６６】
　漂白剤系
　液状処理組成物での使用に好適な漂白剤系は、１種以上の漂白剤を含有する。好適な漂
白剤の非限定的な例は、触媒金属錯体、活性過酸素源、漂白活性化剤、漂白ブースター、
光漂白剤、漂白性酵素、フリーラジカル開始剤、及び次亜ハロゲン酸漂白剤からなる群か
ら選択される。
【００６７】
　香料
　好ましくは香料は液状処理組成物中に組み込まれる。香料成分はプレミックスされ、本
発明の洗剤組成物に添加する前に調和する香料を形成する。本明細書で用いる場合、「香
料」は、個別の香料成分並びに調和香料（perfume accord）を網羅する。より好ましくは
液状処理組成物は香料マイクロカプセルを含む。香料マイクロカプセルは、尿素及びホル
ムアルデヒド、メラミン及びホルムアルデヒド、フェノール、及びホルムアルデヒド、ゼ
ラチン、ポリウレタン、ポリアミド、セルロースエーテル、セルロースエステル、ポリメ
タクリレート、及びこれらの混合物からなる群から選択される材料から作製されるカプセ
ル内に封入される香料原材料を含み、最も好ましくは香料はメラミン及びホルムアルデヒ
ドのシェルに封入される。封入技術は、Ｂｅｎｉｔａ及びＳｉｍｏｎ編「Ｍｉｃｒｏｅｎ
ｃａｐｓｕｌａｔｉｏｎ」：ｍｅｔｈｏｄｓ　ａｎｄ　ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ　ａｐｐｌ
ｉｃａｔｉｏｎｓ（ｍａｒｃｅｌ　Ｄｅｋｋｅｒ　Ｉｎｃ　１９９６）に見出することが
できる。
【００６８】
　代表的な香料成分及び香料アコードは、米国特許第５，４４５，７４７号、同第５，５
００，１３８号、同第５，５３１，９１０号、同第６，４９１，８４０号、同第６，９０
３，０６１号に開示されている。
【００６９】
　液状処理組成物の溶媒系
　スラリーのものとは対照的に、液状処理組成物中の溶媒系は水のみを含有する溶媒系又
は有機溶媒と水の混合物を含有する溶媒系であり得る。好適な有機溶媒には１，２－プロ
パンジオール、エタノール、グリセロール、ジプロピレンジグリコール、メチルプロパン
ジオール、及びこれらの混合物が挙げられる。また、他の低級アルコール、モノエタノー
ルアミン及びトリエタノールアミンのようなＣ１～Ｃ４アルカノールアミンも使用するこ
とができる。溶媒系は、例えば、本発明の無水固体実施形態において存在しないこともあ
り得るが、より典型的には約０．１％～約９８％、好ましくは少なくとも約１０％～約９
５％、より通常は約２５％～約７５％の範囲の濃度で存在する。
【００７０】
　布地質感染料及び色相染料
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　染料は酸性染料、塩基性染料、反応性染料、分散性染料、直接性染料、バット染料、硫
黄性染料又は溶媒染料などであるものとして伝統的に定義される。液状処理組成物の直接
染料については、酸性染料及び反応性染料が好ましく、直接染料が最も好ましい。直接染
料は水溶性染料のグループであり、恐らく選択的吸着により、電解質を含有する水溶液か
ら繊維により直接的に引き取られる。カラーインデックスシステムでは、直接染料は様々
な平面的で、高度に共役した分子構造を指し、１つ以上のアニオン性スルホネート基を含
有する。酸性染料は水溶性アニオン性染料のグループであり、酸性溶液から適用される。
反応染料は、天然又は合成繊維の分子の特定の部分との共有連鎖を形成することのできる
反応基を含む、染料の基である。化学的構造の観点から、本明細書において有用で好適な
布地直接染料は、アゾ化合物、スチルベン、オキサジン及びフタロシアニンであってよい
。
【００７１】
　本明細書に用いられる好適な布地直接染料は、カラーインデックス中に直接紫色染料、
直接青色染料、酸性紫色染料及び酸性青色染料として列記されるものを含む。
【００７２】
　色相染料は洗濯用洗剤組成物中に洗剤を包含する溶液中で洗浄される布地に着色効果を
与えるのに十分な量が含まれる。
【００７３】
　カプセル化組成物
　処理組成物ひいては本発明のスラリーは、水溶性フィルム内に封入され得る。水溶性フ
ィルムは、ポリビニルアルコール、あるいはカルボキシメチルセルロース、セルロース誘
導体、デンプン、加工デンプン、糖、ＰＥＧ、ワックス、又はこれらの組み合わせを含む
その他の好適な変形物、から製造されてよい。
【００７４】
　別の実施形態において、水溶性フィルムはその他の、ビニルアルコールとカルボン酸の
コポリマーなどの補助剤を含んでもよい。米国特許第７，０２２，６５６　Ｂ２号（Ｍｏ
ｎｏｓｏｌ）にはそのようなフィルム組成物及びこれらの利点が記述される。
【００７５】
　水溶性フィルムは、追加のコモノマーを更に含み得る。好適な追加のコモノマーとして
は、スルホネート及びエトキシレートが挙げられる。好ましいスルホン酸の一例は、２－
アクリルアミド－２－メチル－１－プロパンスルホン酸（ＡＭＰＳ）である。本発明の文
脈での使用に好適な水溶性フィルムは、商品名Ｍ８６３０（商標）（Ｍｏｎｏ－Ｓｏｌ　
ｏｆ　Ｉｎｄｉａｎａ，ＵＳ．）で市販されている。本明細書の水溶性フィルムは、ポリ
マー又はポリマー材料以外の成分も含んでよい。例えば、可塑剤、例えばグリセロール、
エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロパンジオール、２－メチル－１，３－
プロパンジオール、ソルビトール、及びこれらの混合物、追加の水、崩壊助剤、充填剤、
消泡剤、乳化／分散剤、並びに／又はブロッキング防止剤を加えることが有益であり得る
。パウチ又は水溶性フィルム自体が、洗浄水に供給されるべき洗剤添加物、例えば、有機
ポリマー性の汚れ放出剤、分散剤、移染防止剤などを含むことが有用であり得る。所望に
より、パウチのフィルム表面に微細粉末を散布して、摩擦係数を減少させてもよい。アル
ミノケイ酸ナトリウム、シリカ、タルク及びアミロースは、好適な微細粉末の例である。
【００７６】
　封入パウチは任意の従来既知の技術を用いて製造することができる。より好適には、パ
ウチは水平形態充填のサーモフォーミング技法を使用して製造される。
【００７７】
　その他の助剤
　その他好適な洗浄補助剤の、非限定的な例には、トリメトキシ安息香酸又はこれらの塩
（ＴＭＢＡ）のようなアルコキシル化安息香酸又はこれらの塩；酵素安定化系；アミノカ
ルボキシレート、アミノホスホネート、窒素非含有ホスホネート、及びリン及びカルボン
酸塩非含有キレート剤を含むキレート剤；ゼオライトのような無機ビルダーを含む無機ビ
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ルダー及びポリアクリレート、アクリレート／マレエートコポリマーなどのような水溶性
有機ビルダー、及びアニオン性染料固着剤、アニオン性界面活性剤の錯化剤、及びこれら
の混合剤を含むスカベンジング剤；過酸化水素及びカタラーゼを含む発泡性系；光学的光
沢剤又は蛍光剤；汚れ放出ポリマー；分散剤；泡抑制剤；染料；着色剤；硫酸ナトリウム
のような増量剤塩；トルエンスルホネート、キュメンスルホネート、及びナフタレンスル
ホネートのようなヒドロトロープ；光活性化剤；加水分解性界面活性剤；防腐剤；酸化防
止剤；収縮防止剤；防皺剤；殺菌剤；殺真菌剤；色スペックル；着色ビーズ、球状物又は
押出し品；日焼け止め剤；フッ素化化合物；粘土；発光剤又は化学発光剤；耐腐食及び／
又は器具保護剤；アルカリ性供給源又は他のｐＨ調節剤；可溶化剤；加工助剤；顔料；フ
リーラジカル捕捉剤、及びこれらの混合物が挙げられる。好適な物質としては、米国特許
第５，７０５，４６４号、同第５，７１０，１１５号、同第５，６９８，５０４号、同第
５，６９５，６７９号、同第５，６８６，０１４号及び同第５，６４６，１０１号に記載
されているようなものが挙げられる。補助剤の混合物－上記成分の混合物はいかなる割合
でも製造できる。
【００７８】
　スラリー製造
　本発明のスラリーは、材料を共に混合することにより製造される。しかしながら、無機
真珠光沢剤を加える順序及び量が重要であり、無機真珠光沢剤は２回に分けて加えるべき
である。このような方法は、
　ａ）グリセロール、ソルビトール、及びこれらの混合物からなる群から選択される有機
溶媒と、１０重量％～６６重量％の１００％活性無機真珠光沢剤とを組み合わせる工程と
、
　ｂ）レオロジー変性剤を添加して混合する工程と、
　ｃ）残りの無機真珠光沢剤を添加する工程と、を含む。
【００７９】
　無機真珠光沢剤は不溶性であり、かつ適切な溶液なしには濡れた砂のように挙動し、ス
ラリー加工に問題を生じる。濡れた砂のような挙動はスラリーを混合しづらくし、混合方
法で使用する装置にかなりの労力を要求する。２回に分けて無機真珠光沢剤を加えること
により、加工可能であり均質なスラリーが製造される。まず無機真珠光沢剤の１０重量％
～６６重量％の、第一回無機真珠光沢剤添加を複数工程で加え、混合する。
【００８０】
　硬化ヒマシ油は好ましいレオロジー変性剤である。硬化ヒマシ油をレオロジー変性剤と
して使用する場合、硬化ヒマシ油と界面活性剤とのプレミックスをバッチ方法で製造する
ことが好ましい。水を８０℃～９８℃に加熱する。次いで界面活性剤を溶液に加え、適切
なｐＨ調整剤（例えばＮａＯＨ及び緩衝液）を用いてｐＨを７～８に調整する。レオロジ
ー変性剤の融点以上の温度にて硬化ヒマシ油レオロジー変性剤を溶液に分散させ、混合物
を乳化させる。次いでエマルションをエンドポイントの２５℃まで１℃／分±０．２℃／
分で冷却することにより、プレミックスを結晶化する。
【００８１】
　残りの無機真珠光沢剤を複数工程で加え、混合する。
【００８２】
　真珠光沢剤スラリーの混合速度はスラリーの組成に基づいて決まり、真珠光沢剤の占め
る割合が高くなるほど、真珠光沢剤の占める割合が低いものと比較してより速い速度で混
合する必要がある。真珠光沢剤のブレンドと組み込みを確実にするために、十分でありか
つ一定の混合速度が必要とされる。しかしながらこの方法におけるせん断応力は、レオロ
ジー変性剤により生成したネットワークの、破壊を避けるためにも最小限にとどめるべき
である。
【実施例】
【００８３】
　以下の比限定的な実施例は本発明を例証する。別途明記しない場合、百分率は重量によ
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【００８４】
　本発明による粘度は、直径４０ｍｍ及び間隙サイズ５００μｍの平板の鋼製スピンドル
を用いるＴＡ　ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ製のＡＲ　５５０レオメーターを使用して測定さ
れる。２０ｓ－１での高せん断粘度（ＨＳＶ）、及び０．５－１での低せん断粘度（ＬＳ
Ｖ）は、２１℃における３分間の０．１－１～２５－１の対数せん断速度曲線から得るこ
とができる。
【００８５】
　（実施例１）
　実施例１では、実施例Ａ～Ｄが本発明のスラリーの例である。
【表１】

【００８６】
　スラリーＡ
　スラリーＡを製造する方法の詳細な例を、以下の表に記載する。表は経時的な方法を示
す。二主要工程での無機真珠光沢剤の添加は、以下のように表に記される：複数工程での
第一回雲母添加（無機真珠光沢剤の１０重量％～６６重量％）及び同様に複数工程での第
二回雲母添加（無機真珠光沢剤の残りの重量）。
【００８７】
　バッチサイズは１１００ｇであり、ビーカー直径は１４０ｍｍであった。インペラタイ
プはブレードをピッチ調整したタービンであり、インペラ直径は１００ｍｍである。クリ
アランスＣ（ｍｍ）はビーカーの底からインペラまでの距離であり、任意の測定装置（す
なわちメーター又は定規）で測定することができる。
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【表２】

【００８８】
　スラリーＢ
　スラリーＢを製造する方法の詳細な例を、以下の表に記載する。表は経時的な方法を示
す。二主要工程での無機真珠光沢剤の添加は、以下のように表に記される：複数工程での
第一回雲母添加（無機真珠光沢剤の１０重量％～６６重量％）及び同様に複数工程での第
二回雲母添加（無機真珠光沢剤の残りの重量）。
【００８９】
　バッチサイズは１１００ｇであり、ビーカー直径は１４０ｍｍであった。インペラタイ
プはブレードをピッチ調整したタービンであり、インペラ直径は１００ｍｍである。クリ
アランスＣ（ｍｍ）はビーカーの底からインペラまでの距離であり、任意の測定装置（す
なわちメーター又は定規）で測定することができる。



(16) JP 5425929 B2 2014.2.26

10

20

30

【表３】

【００９０】
　スラリーＣ
　スラリーＣを製造する方法の詳細な例を、以下の表に記載する。表は経時的な方法を示
す。二主要工程での無機真珠光沢剤の添加は、以下のように表に記される：複数工程での
第一回雲母添加（無機真珠光沢剤の１０重量％～６６重量％）及び同様に複数工程での第
二回雲母添加（無機真珠光沢剤の残りの重量）。
【００９１】
　バッチサイズは１１００ｇであり、ビーカー直径は１４０ｍｍであった。インペラタイ
プはブレードをピッチ調整したタービンであり、インペラ直径は１００ｍｍである。
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【表４】

【００９２】
　スラリーＤ
　スラリーＤを製造する方法の詳細な例を、以下の表に記載する。二主要工程での無機真
珠光沢剤の添加は、以下のように表に記される：複数工程での第一回雲母添加（無機真珠
光沢剤の１０重量％～６６重量％）及び同様に複数工程での第二回雲母添加（無機真珠光
沢剤の残りの重量）。
【００９３】
　バッチサイズは３０ｋｇであり、タンク直径は３９０ｍｍであった。インペラタイプは
ブレードをピッチ調整したタービンであり、インペラ直径は２５０ｍｍである。クリアラ
ンスＣ（ｍｍ）はタンクの底からインペラまでの距離であり、任意の測定装置（すなわち
メーター又は定規）で測定することができる。
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【表５】

【００９４】
　本明細書に開示されている寸法及び値は、列挙した正確な数値に厳しく制限されるもの
として理解すべきではない。それよりむしろ、特に規定がない限り、こうした各寸法は、
列挙された値とその値周辺の機能的に同等の範囲との両方を意味することが意図される。
例えば、「４０ｍｍ」として開示された寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図す
る。
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